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〔教室紹介〕 神経精神医学教室 
1. 伝統精神医学の系譜
今や医学全般に渉って，感染症モデルの疾癖観の是非
が論ぜられているが，これは精神医学にとっては当初よ
予の課題であった。 E.Krapelinが，進行まひをモデ、fレ
に狂気を疾病としてとらえ，精神医学を身体震学と共通
の基盤に置いた時から，この疑義が指摘されている。 S. 
Freud はその 1入で，ヒステリーをモデ、ノレとする心国
論を唱えたが，伝統精神医学はこれを異端として長く拒
否して来た。
呉秀三以来長続精神医学に忠実なわが匡も同様で，精
神科室は神経科医と称し，研究も持経病理学が王道であ
った。狂気の象徴とされる精神分裂病は，その本態の片
隣すら穎微鏡下に示さなかったにも拘らず，この潮流は
戦後もしばらくは変らなかったo 当時教室の研究も魁ア
レノレギー，人工脳麓蕩など実験病理が主流で，時に神経
病理を独占するとして大学内で若干の非難をうけさえし
ていた。 
2. 戦後精神霊学の変貌 
Freudの心罰論は，伝統誇持軍学には拒否されたが，
新大誌ではこれと異な野カ動精神童学の一つの柱とさ
れ，広く医学全般にも影響を与えた。第二次大戦後，こ
の考えは世界の精神医学を次第に大きくゆさぶるのであ
る。
一方，神経生理学，神経化学がてんかん等に成果を見
せ，又長生物質の出現は疾患モデルで、あった進行まひを
潰滅させる。向精神薬の登場は分裂病治療にも大きな効
果をあげこれを著しく軽症位した。これらは梧まって病
擦を開放化し，いわ中る地域精神涯学の時代を招来する。
ここでは大きく公衆衛生との接点が問題とされ，その延
長には社会病理の問題が顕在化して来る。
尚戦後の変化で今一つ忘れて主らないのは，膳外科及
び神経内科独立の気運である。こうした内外に渉る多様
な変貌の中で，精神医学辻その領域と方法論の再検を余
儀なくされる。精神科教室が幾つかの大学で紛争の誕点
となり，又今尚学会活動が正常化されていないのは，こ
うした精神医学自体の動揺も与っているかと思われる。 
3. わが教室の還乱と現状
わが教室の場合，伝統的な神経病理に加え，神経化学，
神経生理学領域への対応，臨床薬理的研究，又伝統的精
神病理学に加えて，カ動あるいは精神分析的手法の導入
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など， この変貌への多面的と歩くみが行われていた。
学会の混乱の中で，大学と現場との事離が指摘され，こ
とに生物学的研究への批判は，越外科，持経内科の独立
とも関連して，大きくこの教室をも混乱させ，今晶玉常
北の方向を模索しているというのが，偽らざる現状でも
あろう。研究の主流で、あった神経病理，及び神経化学領
域は研究者の新大学等への、読出もあ雪， tまぼ壊滅iこ近
い。神経生理領域では，てんかんを中心とする研究が瀬
く復活した。その臨床脳波，データベース，感覚誘発電 
f立の問題，抗てんかん薬の Kineticsなどが主な項自で
ある。臨床薬理領域でも臨床と関連し Sulpiride，Li 
製薦等の血中濃度調u定が行われ出した。又アルコール症
について臨床より社会的関連に至る広い視点でのと歩く
みが試みられ出している。高社会的関連領域では，調達
各病践でも，地域社会との関連，開放化，デイケアある
いは説内の老人，自殺などの問題に研究の眼がむけられ
ている。
老人，自殺の問題は，いわゆる他科との関連， Liaison 
Psychiatryの課題でもあり， この領域では更に腎透
析，腰高等の問題もその心理的要因研究が越科との共同
でと野上げられようとしている。児童精梓医学への関心
も強く，殊に思春期の問題は，社会病理とも関採ある重
大な領域であ予，語広い研究が行われている。 
4. 教育研究の新接点
こうした現状から，やがて研究が深まり幾つかの大
きな成果をも期待出来るものであろう。 ところでこれ
を巨視的に見れば，一つは生物学的レベルから社会学的
レベルに渉る伝統的な精神病研究の系譜に属するもので
あるが，一方 Liaisonあるいは克童領域等は，心因的
要素が重複される。これは従来軽視されていた神経症研
究の系譜の延長線上にあるもので，狭義の疾病研究をこ
える，鐘康との境界領域の問題で，今や医学全殻にとヲ
重大な課題となりつつある籍神医学の新領域である。
このように伝統的な領域と，あたらしい領域の平鮪，
これこそまさに精神病学が精神医学にその名を改めた意
味をよく反映する教育研究のあるべき方向かと思われ
る。尚，アルコール症は，こうした視点からは生物学に
加え心理的，社会的要因が重視されるあたらしい一つの
疾患モデルと考えられよう。
